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▲なばなの里イルミネーション　ナガシマリゾート
　の「なばなの里」で開催される冬の風物詩

▲七
し ち

里
り

の渡
わたし

跡
あ と

　桑名宿と宮
み や

宿
しゅく

（名古屋市）とを結ぶ
　船着き場跡で、東海道で唯一の海路

▲はまぐり　「その手は桑名の焼き蛤
はまぐり

」の洒
し ゃ

落
れ

に
　使われるほど江戸時代から親しまれてきた名物

三方領知替 友好都市締結

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
埼

玉
県
行
田
市
と
三
重
県
桑
名
市

の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
三
方
領
知
替
が

縁
で
、
１
９
９
８
年
に
行
田

市
・
桑
名
市
と
友
好
都
市
を
締

結
し
、
今
年
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
11
月
に
は
行
田
市
で
記

念
式
典
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
物

産
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
見
ど
こ
ろ
い
っ

ぱ
い
の
行
田
市
・
桑
名
市
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 行ぎ

ょ
う

田だ

市
・
桑く

わ

名な

市
・
白
河
市
友
好
都
市
締
結
25
周
年
記
念

行
田
・
桑
名
を
知
る
、観
る
、食
べ
る
、行
っ
て
み
る
！

行
田
市

桑
名
市

行
田
市
は
、
埼
玉
県
の
北
部
に
位

置
し
、
利と

根ね

川が
わ

と
荒あ

ら

川か
わ

に
挟
ま
れ
肥

沃
な
土
壌
と
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
場

所
で
す
。
５
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

中
頃
に
か
け
て
築
か
れ
た
埼さ

き

玉た
ま

古
墳

群
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か

ら
文
化
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

関
東
七
名
城
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
忍
城
の
御ご

三さ
ん

階か
い

櫓や
ぐ
ら

を
は
じ
め
、

全
国
一
の
生
産
量
を
誇
っ
た
足
袋
産

業
に
関
す
る
歴
史
的
建
造
物
な
ど
が

点
在
す
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
城

下
町
で
す
。

▲ゼリーフライ　じゃがいもとおから、人参、ねぎ
　などが入った衣なしのコロッケのようなもの

▲行田足
た

袋
び

　木綿や青
あ お

縞
じ ま

の産地が周辺にあった
　ことで江戸時代後半から発展した伝統工芸品

▲忍
お し

城
じょう

　小説『のぼうの城』で描かれ、石
い し

田
だ

三
み つ

成
な り

の
　水攻めでも落城しなかった堅城

◆桑名市へのアクセス

白
河
市

▲桑名萬
ば ん

古
こ

　300年以上前から続く赤絵を特徴とす
　る陶磁器で、近年は土鍋や急須で有名

記念サイトは
こちらのQRから

▲ライトアップイベント「希望の光」
花
は な

手
ちょう

水
ず

weekの週末（11/18・12/ ２）に開催
◆行田市へのアクセス

JR新白河駅 大宮駅 （高崎線） 熊谷駅（東北新幹線） （秩父鉄道） 行田市駅（約２時間）

近鉄名古屋駅 桑名駅（約３時間）
JR名古屋駅

（近鉄名古屋線）
（東海道新幹線）東京駅（東北新幹線）JR新白河駅 （徒歩約10分）

桑
名
市
は
三
重
県
の
北
部
、
木き

曽そ

三さ
ん

川せ
ん

の
河
口
に
位
置
し
、
水
と
緑
が

豊
か
な
場
所
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら

東
海
道
五
十
三
次
の
42
番
目
の
宿
場

町
・
城
下
町
・
湊
町
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

現
在
も
高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
主

要
幹
線
が
通
る
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
大
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
ナ
ガ
シ

マ
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
観
光
資
源
が
豊
富

な
ま
ち
で
す
。

特集１

（東北自動車道） 行田市（約２時間30分）（一般道）羽生IC白河IC

（首都高速川口線） （東名高速道路） （伊勢湾岸自動車道）
（一般道） 桑名市（約８時間）

湾岸桑名IC（東北自動車道）白河IC




